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准陸尉 濱 良道 
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准
看
護
学
院
は
、
令
和
六
年
四

月
三
日
、
西
部
方
面
総
監
部
医
務

官 

河
野
一
佐
ほ
か
多
数
の
ご
来

賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
病
院
長
の

立
会
い
の
下
、
入
校
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。 

 

第
四
十
九
期
学
生
三
十
五
名

は
、
准
看
護
師
で
あ
る
衛
生
救
護

陸
曹
を
目
指
し
、
大
き
な
期
待
を

胸
に
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

学
院
長
の
「
全
力
を
尽
く
せ
」

「
自
分
を
大
切
に
」
「
仲
間
を
大

事
に
」
と
い
う

要
望
事
項
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら

の
二
年
間
、
准

看
護
師
資
格
取

得
を
目
指
し
、

勉
学
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。 

「
不
易
流
行
」 

  
令
和
六
年
春
、
春
日
駐
屯
地
の

桜
が
満
開
に
向
か
っ
て
色
づ
く

中
、
新
し
い
准
看
護
学
生
の
入
校

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
第
四
十
九

期
学
生
は
陸
曹
含
む
三
十
五
人
、

年
齢
は
二
十
歳
か
ら
三
十
二
歳
、

大
卒
の
学
生
、
結
婚
し
て
子
供
を

持
つ
学
生
も
複
数
人
お
り
、
一
昔

前
と
は
違
い
随
分
と
多
様
な
集
団

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
教
え
る

側
は
さ
ぞ
か
し
大
変
な
こ
と
で
あ

ろ
う
。
期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ

じ
っ
た
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
き
び

き
び
と
動
く
そ
の
姿
に
心
地
の
良

い
初
々
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
難
し
い
変
化
の
時
代
の
中
で

の
彼
ら
の
無
事
の
成
長
と
活
躍
を

心
か
ら
願
っ
て
や
ま
な
い
心
境
に

な
っ
た
。 
 

准
看
護
学
生
が
伝
統
的
に
山
地

行
進
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
宝
満

山
の
七
合
目
に
松
尾
芭
蕉
の
句
碑

が
あ
る
。
芭
蕉
は
「
奥
の
細
道
」

で
有
名
な
江
戸
時
代
の
俳
諧
師
で

あ
り
、
そ
の
理
念
は
「
不
易
流

行
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
不

易
流
行
と
は
、
い
つ
ま
で
も
変
化

し
な
い
本
質
的
な
も
の
（
不
易
）

を
忘
れ
な
い
中
に
も
、
新
し
く
変

化
を
重
ね
て
い
る
も
の
（
流
行
） 

 

准
看
護
学
院
長 

松
尾
二
佐

は
、
令
和
六
年
三
月
六
日
、
西
部

方
面
総
監
部
医
務
官 

河
野
一
佐

ほ
か
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を

賜
り
、
病
院
長
の
立
会
い
の
下
、

卒
業
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
第
四

十
七
期
学
生
三
十
名
は
、
多
く
の

病
院
関
係
者
に
見
送
ら
れ
、
救
急

救
命
士
課
程
や
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
熊
本
ま
で
全
国
各
地
の
部
隊

に
巣
立
っ
て
行

き

ま

し

た
。

尚
、
三
月
八
日

福
岡
県
准
看
護

師
資
格
試
験
の

結
果
発
表
が
あ

り
、
全
員
が
合

格
を
果
た
し
ま

し
た
。 

自衛隊福岡病院長兼 

春日駐屯地司令 

陸将補 森 知久 
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新
年
度
に
な
り
転
入
者
も
新
し
い
職

場
で
歯
車
と
し
て
回
り
始
め
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
組
織
の
歯
車
と
い
う
表

現
は
少
し
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
じ
を
受
け

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
歯

車
は
お
互
い
に
力
を
伝
え
、
一
つ
の
こ

と
を
成
し
遂
げ
ま
す
。
協
力
し
て
仕
事

を
す
る
人
の
職
場
の
比
喩
と
し
て
適
し

て
い
る
と
私
は
感
じ
ま
す
。 

「
機
械
の
中
で
最
も
重
要
な
部
品
は
遊

び
と
い
う
部
品
で
あ
る
」
と
言
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
遊
び
が
部
品
？
と
感
じ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
歯
車
の
隙
間
は

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
（ba

c
klas

h

）
と
い
う

正
式
な
名
前
が
あ
り
ま
す
。 

 

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
は
歯
車
が
噛
み
合
う

す
き
間
に
意
図
的
に
作
ら
れ
た
空
間
で

「
遊
び
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
適
切
な

遊
び
に
す
る
こ
と
で
、
歯
車
の
ぶ
つ
か

り
を
最
小
に
し
て
力
の
伝
達
が
最
大
に

な
る
よ
う
緻
密
に
計
算
さ
れ
た
、
と
て

も
重
要
な
す
き
間
で
す
。
そ
れ
は
人
の

職
場
に
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

「
頑
張
り
す
ぎ
る
人
が
集
ま
る
」
と
職

場
で
問
題
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
も
歯
車
の
様
に
隣
の
同
僚
と
仕
事
す

る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
仕
事
を
完
成
さ

せ
ま
す
。
遊
び
が
適
切
に
な
い
と
お
互

い
の
仕
事
力
が
上
手
く
伝
わ
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
個
々
が
頑
張
り
す
ぎ

て
、
全
体
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
い

う
こ
と
も
。
頑
張
り
す
ぎ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 

職
場
に
も
適
度
な
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
「
遊
び
」
も
必
要
で
す
。 

を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
、
ま

た
変
化
を
重
ね
て
い
く
流
行
性

こ
そ
が
、
不
易
の
本
質
で
あ
る

こ
と
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
芭

蕉
が
時
代
の
変
遷
の
中
で
自
ら

の
俳
諧
の
価
値
判
断
を
ど
う
考

え
る
か
悩
み
苦
し
ん
だ
こ
と
が

感
じ
ら
れ
る
。
い
つ
の
時
代
も

諸
行
無
常
で
あ
り
、
変
化
の
中

で
新
し
い
価
値
観
が
構
築
さ
れ

て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。 

 

学
生
の
元
気
な
掛
け
声
が
響

く
駐
屯
地
の
一
角
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
横
に
二
階
建
て
の
プ

レ
ハ
ブ
が
建
築
さ
れ
た
。
新
病

院
建
替
え
に
向
け
た
工
事
関
係

者
の
拠
点
で
あ
る
。
諸
先
輩
方

と
と
も
に
約
七
十
年
と
い
う
長

い
時
を
紡
い
で
き
た
病
院
本
館

の
建
替
え
工
事
が
い
よ
い
よ
始

ま
る
。
時
代
に
取
り
残
さ
れ
か

け
た
レ
ト
ロ
な
病
院
を
、
「
隊

員
は
勿
論
国
民
に
も
信
頼
さ
れ

る
病
院
」
と
い
う
本
質
的
な
価

値
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

の
変
化
の
時
代
に
先
駆
け
た
新

し
い
病
院
に
建
替
え
て
行
き
た

い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。 

 

日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
が
よ
り
厳
し
く
複
雑
に
な

る
中
で
、
自
衛
隊
衛
生
そ
し
て

自
衛
隊
福
岡
病
院
も
そ
の
変
化

の
波
に
曝
さ
れ
て
い
る
。
変
化

を
好
機
と
と
ら
え
、
着
実
に

「
変
革
の
実
行
」
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
病
院
職
員
の
責
務

で
あ
り
、
ま
た
希
望
で
あ
る
。

地
域
の
住
民
の
皆
様
や
O

B

・

O

G

の
皆
様
、
関
係
諸
団

体
等
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。 



 

 

 建
替
工
事
に
関
す
る
お
知
ら
せ 
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四
月
か
ら
準
備
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
工
事
内
容
は
雨
水
幹
線
へ
の

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
の
設
置
、
各

種
構
築
物
の
撤
去
等
で
す
。 

 
 

医
療
安
全
評
価
官
で
は
、
医
療
安
全
管
理

業
務
及
び
院
内
感
染
対
策
業
務
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。 

 

医
療
安
全
管
理
業
務
は
、
医
療
事
故
の
未

然
防
止
と
安
全
活
動
の
推
進
の
た
め
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
エ
ラ
ー
が
発
生
し
た
際

は
、
原
因
究
明
、
再
発
防
止
策
の
検
討
を
行

い
、
事
故
発
生
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

院
内
感
染
対
策
業
務
は
、
患
者
さ
ん
及
び

職
員
の
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
感
染
症
の

発
生
状
況
を
把
握
し
、
感
染
防
止
対
策
の
指

導
、
評
価
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ご
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

《
防
医
大
看
護
七
期
生
》 

 
 

陸
曹
長 
 

浅
井 

理
美 

 
 

陸
曹
長 

 

石
田 

琴
音 

 
 

陸
曹
長 

 

遠
藤
あ
ゆ
み 

 
 

陸
曹
長 

 

奥 

ひ
な
の 

 
 

陸
曹
長 

 

金
丸
奈
瑠
海 

 
 

陸
曹
長 

 

北
原 

愛
菜 
 
 

陸
曹
長 

 

園
田
か
れ
ん 

 
 

陸
曹
長 

 

中
村 

空
暉 

 
 

陸
曹
長 

 

則
松 

若
葉 

 
 

陸
曹
長 

 

花
野 

紗
帆 

 
 

陸
曹
長 

 

藤
田 

 

桜 
 
 

陸
曹
長 

 

松
笛 

礼
華 

 

〈 

転
入
者 

〉 

 

〈 

転
出
者 

〉 

《
三
月
十
八
日
付
》 

建
替
準
備
室 

 
一
等
陸
尉 

中
村 

仁
士
（
健
軍
へ
） 

総
務
課 

 

一
等
陸
尉 

江
口 

 

茂
（
目
達
原
へ
） 

 

准
陸
尉 

 

田
實 

伸
一
（
都
城
へ
） 

放
射
線
技
術
課 
 

准
陸
尉 

 
山
田 

守
相
（
別
府
へ
） 

衛
生
資
材
課 

 

准
陸
尉 

 

甲
斐 
竜
二
（
習
志
野
へ
） 

薬
剤
課 

 

二
等
陸
佐 

谷
釜 

彰
子
（
島
松
へ
） 

 

一
等
陸
尉 

荻
野 

信
平
（
三
宿
へ
） 

看
護
部 

 

三
等
陸
佐 

井
上
沙
緒
理
（
所
沢
へ
） 

 

一
等
陸
尉 

下
園 

直
美
（
小
郡
へ
） 

 

一
等
陸
尉 

網
代 

明
子
（
前
川
原
へ
） 

 

二
等
陸
尉 

小
林
紗
耶
加
（
南
那
覇
へ
） 

 

二
等
陸
尉 

荒
久
田
有
紀
（
健
軍
へ
） 

 

二
等
陸
尉 

宇
治 

香
苗
（
千
僧
へ
） 

 

二
等
陸
尉 

平
井 

 

楓
（
熊
本
へ
） 

 

二
等
陸
尉 

山
本 

大
稀
（
相
浦
へ
） 

 

三
等
陸
尉 

杉
原 

瑠
南
（
北
熊
本
へ
） 

 

三
等
陸
尉 

藤
岡 

那
菜
（
福
岡
へ
） 

福
岡
病
院
付 

 

一
等
陸
尉 

満
島 

杏
子
（
所
沢
へ
） 

《
四
月
一
日
付
》 

医
事
課 

 

行(

一)

三 

堀 
 

和
也
（
竹
松
へ
） 

給
食
課 

 

行(

一)

三 

椎
屋
美
津
子
（
太
刀
洗
へ
） 

 

医(

二)

三 

本
多 

由
香
（
市
ヶ
谷
へ
） 

《
三
月
六
日
付
》 

放
射
線
技
術
課 

 

三
等
陸
曹 

原
口
宗
一
郎
（
三
宿
か
ら
） 

《
三
月
十
八
日
付
》 

企
画
室 

 

陸
曹
長 

 

木
田 

 

剛
（
霞
ヶ
浦
か
ら
） 

建
替
準
備
室 

 
 

一
等
陸
尉 

植
田
久
美
子
（
小
郡
か
ら
） 

総
務
課 

 

一
等
陸
尉 

上
原 

秀
樹
（
目
達
原
か
ら
） 

 

二
等
陸
尉 

野
田 

正
剛
（
福
岡
か
ら
） 

 

二
等
陸
曹 

手
嶋 

智
哉
（
飯
塚
か
ら
） 

薬
剤
課 

 

三
等
陸
佐 

角
田
真
理
人
（
南
那
覇
か
ら
） 

看
護
部 

 

一
等
陸
尉 

山
中 

明
美
（
南
那
覇
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

野
口 

慶
臣
（
相
浦
か
ら
） 

 

一
等
陸
尉 

古
賀 

咲
子
（
前
川
原
か
ら
） 

 

二
等
陸
尉 

吉
松 

知
紗
（
福
岡
か
ら
） 

 

二
等
陸
尉 

山
口 

茉
利
（
三
宿
か
ら
） 

《
四
月
一
日
付
》 

 

行(

一)

三 

池
田 

友
彦
（
那
覇
か
ら
） 

 

行(

一)

三 

清
水 

知
世
（
福
岡
か
ら
） 

 

医(

二)

二 

福
田 

絢 

（
宮
古
か
ら
） 

 

〈
新
規
再
任
用
者
〉 

《
四
月
一
日
付
》 

 

行(

一)

三 

白
石 

孝
幸
（
目
達
原
か
ら
） 

 

行(

二)

三 

木
下 

修
二
（
春
日
か
ら
） 

 
令
和
六
年
三
月
九
日
に
防
衛
医
科

大
学
校
看
護
学
科
を
卒
業
し
、
三
月

九
日
付
で
、
十
二
名
の
新
卒
が
着
隊

し
ま
し
た
。
第
四
後
方
支
援
連
隊
の

支
援
の
下
、
履
修
前
教
育
を
行
い
、

三
月
二
十
六
日
よ
り
幹
部
候
補
生
学

校
に
使
命
感
を
も
っ
て
入
校
し
ま
し

た
。
五
月
二
十
七
日
に
卒
業
予
定
で

す
。
よ
り
逞
し
く
成
長
し
て
戻
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

防
医
大
看
護
七
期
生 

人 

事 

往 

来 

医療安全評価官 

雨水幹線 

建替予定地 

工
事
車
両
の
通
行

の
た
め
、
雨
水
幹

線
に
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
を
設
置

し
ま
す
。 

新病院のイメージ 

 


